[image: image1.png]


[image: image2.png]


[image: image3.png]


[image: image4.png]



（１）地方分権の流れ
価値観の多様化などや，地域力の減退という社会的な変化もあり，現在，地域社会は，多くの課題を抱えています。
これまで，公共サービスは主に行政が担うという考えが，市民と行政の双方にありました。
　しかしながら，本格的な地方分権時代の到来の中，限りある財源の中で，多様化・高度化し，変化し続ける市民ニーズに対応した，きめ細やかな公共サービスの提供を，行政ですべてを担うことは困難な状況になっています。
（２）市民の自治意識の向上
本来，地域には地域の課題に自らが取り組み，解決していく機能が備わっていました。しかし，地域の連帯意識の希薄化や，地域で培われてきたしくみやきまりも失われつつあります。
このような状況の中，身近な活動の場である自治会・町内会等は，防災・福祉・環境・教育など身近な地域課題の解決に取り組んできており，今その重要性が再認識されています。
こうした自治会・町内会活動を通して，市民のまちづくりへの積極的な参加や，また地域のボランティア・ＮＰＯ，企業など社会貢献活動への参加による自治意識の高まりが見られます。
（３）市民満足度の高いまちづくり
　これからの個性豊かなまちづくりのためには，どのようなまちづくりをしていくのか，自ら選択し，自ら責任を持つことが求められています。市民と行政がお互いに目的を共有し，市民ニーズを掘り起こし，一緒になって考え，解決していくという協働のシステムを構築し，地域課題の解決や魅力あるまちづくりなどに取り組んでいくことが，市民満足度の高いまちづくりにつながっていきます。
　以上のことから，従来からまちづくりを担ってきた自治会・町内会やボランティア・ＮＰＯ，各種団体，企業そして市民など，地域で生活するすべての人々と行政が，今まで以上に連携を深めながら，まちづくりに取り組んでいくことが求められており，それぞれが責任と役割を分担し，対等な立場で補完し，協力しあう「協働のまちづくり」が必要となっています。


　　協働のまちづくりは，市民と行政がそれぞれの責任と役割を分担し，対等な立場で連携し，補完し協力しあいながら進めていくことが必要です。















協働のまちづくりを具体的に進めていくために，わたしたち（市民，自治会・町内会，ボランティア・ＮＰＯ等市民活動団体，企業，行政）は，次の４つの推進方針に沿った取り組みを行っていきます。




















５つの原則
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これからの協働のまちづくり




















１「協働のまちづくり」の必要性








３「協働のまちづくり」の推進方針
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協働に関する事業の評価・公開を行います


　　わたしたちは，協働に関する事業を相互に評価するしくみや第三者が評価するしくみのあり方について考えるとともに，適正な評価・公開が行われるようにしていきます。
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みんなが活動しやすい参加しやすいシステムづくりを行います


　　わたしたちは，地域のことは地域で解決できるまちづくりをめざすとともに，地域住民が主体となって活動しやすい環境づくりを行います。


　　そのために，市民活動団体の活動の充実・育成のため，それぞれの立場で支援を行います。


　　また，市民活動の拠点や，窓口の充実に努めるとともに，市民，自治会・町内会，ボランティア・ＮＰＯ等市民活動団体，企業，行政などを結ぶネットワークづくりを推進していきます。








人材づくりを通した意識づくりや啓発を行います


　　わたしたちは，地域活動や市民活動を担うリーダーの発掘・人材育成など積極的に取り組んでいくとともに，自主・自立のまちづくりに向け，身近な地域課題の解決に取り組んでいくという意識を育てていきます。


また，こうした人材を活用し，幅広い世代に対して，協働のまちづくりに向けた啓発に取り組んでいきます。
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事業の評価


情報公開








お互いの情報を共有します


　　わたしたちは，市政や地域に関する多くの情報や市民の意見，地域団体の活動の状況など，これまで以上に情報を提供する機会や手段を充実させ，お互いの情報を共有していきます。


　　また，まちづくりの情報が適切に公開されるしくみを整備するとともに，まちづくりについて，わたしたちみんなが考える社会の実現をめざします。
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人権尊重のまちづくり
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２「協働のまちづくり」の基本的な考え方
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